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ィー政治学の（不）可能性（Unsolved Mystery of Racial Identity: Walter Mosley’s Detective Fiction and 
(Im)possibilities of Identity Politics）」は、ウォルター・モズリーのハードボイルド探偵小説『青いドレスの










可能か？——オクタヴィア・E・バトラーにみる人種混淆、寛容、生殖（Is Love Possible?: Miscegenation, 
Tolerance, and Reproduction in Octavia E. Butler）」で扱うオクタヴィア・E・バトラーの SF 小説は、それ
を解決しようとする営みの暴力性を告発するものである。黒人であり女性であり SF 作家であるバトラーの小
説『キンドレッド（Kindred）』（1979 年）と短編集『ブラッドチャイルドおよびその他の短編（Bloodchild and 
Other Stories）』（1996 年）は、愛と生殖という主題を通じアフリカ系アメリカ文学批評の用語では定義でき
ない恋愛関係を描く。 
第３章「快楽と苦痛——ゲイル・ジョーンズとブルース・ナラティヴ再考（Pleasure and Pain: Gayl Jones and 






る「囚われ」と「解放」(“The End of the Black American Narrative”: Bondage and Freedom in Charles 






第５章「囚われから涅槃へ—『牧牛の物語』における愛の降伏（From Bondage to Nirvana: Love and 





結章では、ジャック・デリダの赦しに関する論考（ “Century and the Pardon”）とスラヴォイ・ジジェク










































  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
 
